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アプリケーション＜UserCmdtester.exe＞ 
このアプリケーションはＳＤ－ＣＮＴ（Ｖ３）を標準サポートできていない無線機に対してＣＡＴ・ＣＩ－Ｖの

コマンドを定義していただくことでチューニングの機能を可能にする「ユーザーコマンド」をユニットに書き込

むアプリケーションです。またこの「ユーザーコマンド」をＳＤ－ＣＮＴ無しでもＵＳＢ・ＲＳ２３２Ｃ等の無

線機への接続で確認していただくことが可能なアプリケーションです。 

ただし、確認の為の接続でＩＣＯＭ無線機の場合ＵＳＢは可能ですが、ＣＩ－ＶはＴＴＬレベルなのでパソコン

のＲＳ２３２Ｃ出力をＴＴＬのＣＩ－Ｖに変換するアダプタ（ＣＴ－１７等）が必要になります。 

 

 
 

ユーザーコマンドの説明 

サンプルにある「TS-480_sd.txt（ＴＳ－４８０用）」を例に説明します・ 

 

 

        １行目：モードの読出 

        ２行目：モードの変更書込 

        ３行目：変更したモードの出力読出 

        ４行目：出力の変更書込 

        ５行目：現在の周波数読出 

        ６行目：送信の開始 

        ７行目：ＳＷＲ値の読出 

        ８行目：送信の停止 

        ９行目：読出の元出力への変更書込 

       １０行目：読出の元モードへの変更書込 

       １１行目：ＳＷＲ読出でのパラメータ 

 

       （上記の処理内容は固定されています） 

 

 

コマンドの書式は「送信文字列＜応答待機時間（＋：対象文字列のインデックス、文字数）（＝：先頭文字列指

定）＞」のイメージで、括弧は行機能によって必要・不要があります。 
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１行目 ＰＳ；ＭＤ＜０５＋２，１＝ＭＤ＞ 

送信文字列「ＰＳ；ＭＤ；」と送信されます。定義している送信文字列「ＰＳ；ＭＤ」にターミネーション

「；」を加えて送信されます。 

内容は「ＰＳ：」で何か適当な応答を待ち（無線機受信バッファのゴミ対策）、その後「ＭＤ；」に対する応答

で現在のモードを取得します。 

応答に対しては最大０．５秒をタイムアウトとします。 

記憶する文字列は受信文字列のインデックス２番目から１文字（ＴＳ４８０では１がＬＳＢ、２がＵＳＢ、・・

９がＦＳＫＲなので、モードの数値をチューニング前のモードとして記憶します。 

さらにこの記憶する受信文字列の先頭は「ＭＤ」と定義していますので、先の「ＰＳ」に対する応答は無視され

てモード通知の「ＭＤ１」（１は例としてＬＳＢだった場合）の先頭が「ＭＤ」で一致していますので、この文

字列のインデックス２番目から１文字「１」を記憶します。 

 

２行目 ＭＤ６＜０５＞ 

送信文字列「ＭＤ６；」と送信されます。 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。（多分すぐ応答ありますので適当です） 

このコマンドで送信モードをＦＳＫに変更しています。 

 

３行目 ＰＣ＜０５＋２，３＝ＰＣ＞ 

送信文字列「ＰＣ；」と送信されます。現在のモード（ＦＳＫ）の出力値を取得します。 

応答に対しては最大０．５秒をタイムアウトとします。 

何か応答があったらその先頭文字が「ＰＣ」である文字列に対してインデックス２番目から３文字を出力値とし

て記憶します。例として「ＰＣ０２３」だった場合は２３Ｗで記憶する文字列は「０２３」です。 

 

４行目 ＰＣ００５＜０５＞ 

送信文字列「ＰＣ００５；」と送信されます。 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。（多分すぐ応答ありますので適当です） 

このコマンドで送信出力を５Ｗに変更しています。 

 

５行目 ＩＦ＜０５＋５，５＝ＩＦ＞ 

送信文字列「ＩＦ；」と送信されます。現在の無線機の状態（インフォメーション）を取得します。 

応答に対しては最大０．５秒をタイムアウトとします。 

何か応答があったらその先頭文字が「ＩＦ」である文字列に対してインデックス５番目から５文字を現在周波数

値として記憶します。例として「ＩＦ０００１４１７５０００・・・」だった場合は１４．１７５ＭＨｚで記憶

する文字列は「１４１７５」です。 

 

６行目 ＴＸ＜０５＞ 

送信文字列「ＴＸ；」と送信されます。 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。 

このコマンドで送信を開始しています。 

 

７行目 ＲＭ６＜０５＋３，４＝ＲＭ１＞ 

送信文字列「ＲＭ；」と送信されます。 

ＴＳ４８０ではＲＭを送信すると「ＲＭ１＊＊＊＊；ＲＭ２＊＊＊＊；ＲＭ３＊＊＊＊；」とＳＷＲ・ＣＯＭ

Ｐ・ＡＬＣと３種類のデータを応答してきますので、先頭文字列ＲＭ１を指定してＳＷＲ値である「ＲＭ１００

０５；」のインデックス３番目から４文字「０００５」を現在のＳＷＲ値として取得します。 

このコマンドはＴＣ－ＡＨ４でのＡＨ－４・ＡＨ－７３０の動作では実行されません。 

ＴＣ－ＡＨ４のボタン動作、ＳＤ－ＣＮＴの場合にチューニングの終了を認識するために利用されます。 

 

８行目 ＲＸ＜０５＞ 

送信文字列「ＲＸ；」と送信されます。 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。 

このコマンドで送信を終了しています。 
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９行目 ＰＣ＜０５＞ 

送信文字列「ＰＣ０２３；」と送信されます。（記憶してある３行目の送信出力値「０２３」を送信） 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。 

このコマンドでモードＦＳＫの元の出力に復元しています。 

 

１０行目 ＭＤ＜０５＞ 

送信文字列「ＭＤ１；」と送信されます。（記憶してある１行目のモード「１」を送信） 

この応答には一応０．５秒のタイムアウトを定義しています。 

このコマンドで元のモードＬＳＢに復元しています。 

 

１１行目 ５，１，２ 

ＳＷＲ読出でのパラメータを設定しています。 

最初の「５」はＳＷＲがこの値以下になればＳＷＲが下がったと判断しＯＫ値以下か安定を待ちます。 

次の「１」は調整完了のＳＷＲ値でこの値以下になればチューニング完了と認識します。 

最後の「２」はケンウッド対象を意味しています、 

 

特殊なコマンド・・「！」（アポストロフィ） 

ＴＳ－６９０等でコマンドサポートされていない処理に対してハード的に対処したりする場合に「！Ｎ（Ｎは数

値で０．１秒単位の待ち時間：１～２００まで設定可）」等でその処理を単純な時間待ちにすることが可能にな

ります。詳細例はケンウッドＴＳ－６９０のコマンド例を参照してください。 

 

ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖコマンドの場合も八重洲・ケンウッドと同様にコマンドを記述してください。 

下記は読み込んだ例です。・・・IC-705 用ファイル（IC705_sd.txt） 
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ユーザーコマンドの処理 

「ユーザーコマンドの説明」での１～１１行目までの処理概要説明です。 

モード読込処理（１行目） 

無線機の現在モードを読み出します。概ね八重洲無線もケンウッドも「ＭＤ」のコマンドの様です。 

この処理では無線機の返信から現在のモード文字列を記憶します。 

受信待機時間は返信に必要な時間を十分にとってください。 

モード変更処理（２行目） 

チューニング実行の為のキャリアを出力するＦＳＫのモードに切り替えます。 

この際の返信があった場合も無視します。確実に変更されたかどうかは不明ですが、従来の動作でこの確認をし

ていますが、間違った変更が確認された現象はまずありませんでした。 

出力読込処理（３行目） 

変更したモードでの出力を読み出します。 

無線機によってはすべてのモード・バンドでの共通設定の場合もあれば、個々のモード毎に設定できる場合もあ

りますので、このタイミングで読み出しています。このコマンドも概ね「ＰＣ」の様です。 

出力変更処理（４行目） 

チューニングに最適な出力に変更します。 

ここも返信等で設定の出力になったかどうかは確認していません。 

周波数読込処理（５行目） 

現在の周波数をここで記憶しておきます。 

読出しは「ＦＡ」「ＦＢ」等もありますが、どのＶＦＯ使用の判断ができないので「ＩＦ」コマンドを利用して

います。周波数値は「○○．○○○（ＭＨｚ」」と液晶に表示するためにこの桁に合致する部分を受信文字列の

インデックス値と文字数（５文字）で指定します。 

送信開始処理（６行目） 

送信の実行コマンドを送信します。 

このコマンドも概ね「ＴＸ」の様ですが、その後の添え数字が必要な機種、不要な機種等あります。 

また次のＳＷＲ値読出しの為にケータ－設定等が必要な場合（読出し可能にしておくリグもあります）はここで

コマンドを送信しておきます。 

ＳＷＲ読込処理（７行目） 

またＳＤ－ＣＮＴではエレメントを上昇させながらＳＷＲ値を読込して、最低点を検出して停止します。 

コマンドは概ね「ＲＭ」になります。応答はリグよって異なりますので、その応答仕様にあわせてユーザーコマ

ンドを決めてください。 

送信終了処理（８行目） 

上記のＳＷＲ値低下安定でスクリュードライバーアンテナでのチューニングが確認できましたら、この送信終了

の処理を実行します。 

コマンドは「ＴＸ」に付加する数字による場合や「ＲＸ」となる場合等いろいろなコマンド形態がありますの

で、その仕様にあわせてください。 

出力復元処理（９行目） 

以上でチューニングが完了しましたら、先に読み出してあるこのＦＳＫモードでの通常運用出力に戻します。 

コマンドは概ね「ＰＣ」となっています。ユーザーコマンドで記述した送信文字列に先の出力読出しで記憶した

文字列が自動的に付加され送信されます。 
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モード復元処理（１０行目） 

最後にチューニング以前の運用モードに戻します。ここも概ねコマンドは「ＭＤ」 となっています。 

ユーザーコマンドに記述した送信文字列に先のモード読出しで記憶した文字列が自動的に付加され送信されま

す。 

ＳＷＲパラメータ（１１行目） 

ＳＷＲパラメータ１・２に関しましての詳細は各種ユーザーコマンドファイルの説明を参照してください。 

 

 

以上がＳＤ－ＣＮＴにおける自動チューニング一連の処理内容になります。 

また上記での説明は主にヤエス・ケンウッドでのアスキー通信で説明していますが、ＩＣＯＭの場合はＣＩ－Ｖ

のコマンドになります。 

 

各無線機への参考記述は同梱の「ＵｓｅｒＣｍｄ＿Ｙａｅｓｕ」、「ＵｓｅｒＣｍｄ＿Ｋｅｎｗｏｏｄ」、「Ｕｓｅ

ｒＣｍｄ＿Ｉｃｏｍ」のフォルダーに収録してあります。 

添付はＳＤ－ＣＮＴ用の「リグ名＋＿ｓｄ．ｔｘｔ」です。 

ＳＤ－ＣＮＴの購入前テストにも使用可能です。 

  



ユーザーコマンドテスター for SD-CNT 説明書 

 

8 / 13 Yorozukosiraeya  

 

アプリケーションの操作説明 

アプリケーション（UserCmdtester.exe）の起動をします。 

 

 
 

ユーザーコマンドの書込・テストの準備 

「ファイル読出」ボタンでユーザーコマンドを記述したファイル（*.txt）を開きます。 

 

 
 

サンプルファイルは同梱ＤＶＤの「\UserCmdTester」の中の「UserCmd_*****」（****は無線機メーカー名）の中

にあります。 
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選択したファイルを開きますと下記の様に「ユーザーコマンド」に記述してあるコマンドが表示されます。 

 

 
 

上からチューニングのシーケンスの順で記述してあります。（正常に読み込めた場合は上の状態です） 

記述にエラーがある場合は下記の様にメッセージを表示してエラー検出した部分まで読込ます。 

エラーのあるファイルを読み込んだ状態は 

 

 

 

    ＜＜エラーメッセージ 

    下記のエラー行で表示が終わります。 

    「PC<20-4,4=140A>」で「＋」の文字が「－」で記述されています。 
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正常に読み込めましたら記述した内容が左下の「ユーザーコマンド」の部分に表示されます。 

最後の行のＳＷＲの判定パラメータ１・２と通信のターミネータ（現在のところ八重洲無線さん、ケンウッドさ

んとも「；」）は画面中央右部分の「ＰａｒａＳｗｒ１」、「ＰａｒａＳｗｒ２」、「ターミネート文字」に表示さ

れます。読込が完了することでテストボタン「選択行実行」「連続実行」「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ書込」が有効に

なります。 

 

接続テストされる無線機にはダミーロードもしくは整合のとれたアンテナを接続してその周波数にしておいてく

ださい。テストでは送信が実行されます。 

接続のＳＤ－ＣＮＴへの書込・無線機のテストする場合 

「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ 未接続」はＳＤ－ＣＮＴに接続するためのボタンです。 

ＳＤ－ＣＮＴに設定された無線ＬａｎのＩｐＡｄｄｒｅｓｓ、ＰｏｒｔＮｏを設定してクリックします。 

ＳＤ－ＣＮＴは無線Ｌａｎが未設定の場合はＡＰモード、設定済みで有効の場合は設定された方法で起動しま

す。ＳＤ－ＣＮＴがＡＰモードの場合はＩｐＡｄｄｒｅｓｓ：１９２．１６８．４．１、ＰｏｒｔＮｏ：３３３

を設定してください。またＡＰモードの場合は先だってパソコンをＳＤ－ＣＮＴのＳＳＩＤに接続しておく必要

があります。（パスワードはありません） 

ＳＴモードの場合は設定されたＩｐＡｄｄｒｅｓｓ、ＰｏｒｔＮｏを設定してください。 

ＳＤ－ＣＮＴは JP1 を「UserCmdTester」（；）か（CI-V）を設定して起動します。 

起動が完了して液晶に「U.C Set」と表示されましたら「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ 未接続」ボタンをクリックし

まと下記の様に接続されます。 

 

 
 

この状態でユーザーコマンド表示部分のテストする行を選択して「選択行実行」ボタンをクリックするとＳＤ－

ＣＮＴを経由して無線機にコマンドが送信され、その送信文字列と応答文字列に加えてシーケンス部分により記

憶される文字列が表示されます。 

1 行目の実行での結果は 

 

      送信文字列 ＞ ＰＳ；ＭＤ 

      受信文字列 ＞ ＰＳ１ ＭＤ２ 

      記憶文字列 ＞ １・・モード記憶文字列 
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「連続実行」ボタンをクリックすると下記の様になります。 

 

 
 

先頭行から順に実行してコマンドを送出・受信して必要な記憶文字列を表示、一連の動作を実行します。 

この状態がチューニングするにあって期待通りになるように記述ファイルを修正、読込。テストをします。 

記述ファイルが完成しましたら「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ書込」ボタンをクリックしますと下記の様にＳＤ－ＣＮ

Ｔに書込を実行します。 

 

 
 

このあと「接続中 [***.***.***.***]」ボタンをクリックしますと切断を実行します。 

アプリケーションを終了、ＳＤ－ＣＮＴの電源をＯＦＦ後 JP1 を「UserCmdOp」（；）か（CI-V）を設定して起動

しますと SD-CNT はユーザーコマンド動作で起動します。 
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パソコン直接接続の無線機テストする場合 

接続した無線機（ＲＳ２３２Ｃ・ＣＩ－Ｖ・ＵＳＢ）のＣＯＭ番号を「ＣｏｍＰｏｒｔ」に設定して、その上の

「Ｔｅｓｔ ＣＯＭ Ｐｏｒｔ未接続」をクリックして接続します。 

テストする手順は先のＳＤ－ＣＮＴを経由してテストする手順と同様です。ただ「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ書込」

は実行できません。 

 

各種無線機のサンプル記述ファイル 

ＤＶＤの「\UserCmdTester」の中の「UserCmd_*****」（****は無線機メーカー名）に収録してあります。 

ＳＤ－ＣＮＴで実機確認できている機種以外はコマンドリストから作成しただけの記述ファイルですので、ほぼ

動作すると思われますが、多少の修正は必要かもしれません。 

 

収録無線機 

八重洲無線 

 ＦＴ－４５０、ＦＴ－８９１、ＦＴ－９９１、ＦＴ－２０００、ＦＴｄｘ－１０、ＦＴｄｘ－１０１ 

 ＦＴｄｘ－１２００、ＦＴｄｘ－３０００、ＦＴｄｘ－５０００、ＦＴｄｘ－９０００、ＦＴ－７１０ 

ケンウッド 

 ＴＳ－４８０、ＴＳ－５９０、ＴＳ－８７０、ＴＳ－８９０、ＴＳ－９９０、ＴＳ－２０００ 

ＩＣＯＭ 

 ＩＣ－７０５、ＩＣ－７３００ 
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2021.08.28 V1.00 

  初版 リリース 

 

2021.09.04 Ver1.1 

「！」の処理パス機能説明が抜けていたので追加 

ＳＤ－ＣＮＴも共通なので「ＳＤ－ＣＮＴ」文字を追記 

ユニット液晶画面表示「Ｕ．Ｍ」を「Ｕ．Ｃ」に変更 

ユーザーコマンドファイルの拡張子を「ucm」に変更 

（これに準じて付属の各リグでのコマンド説明も修正） 

 

2021.11.11 Ver3.1 

ユーザーコマンドファイルの拡張子を「txt」に変更 

（メモ帳等での編集の場合拡張子「txt」が適しているため） 

TC-AH4/TC-FC4/SD-CNT の Ver3.1 に伴い ICOM(CI-V)サポート 

各ユニット共通対応の意味でＶｅｒ番号を３．１とする 

2022.07.30 Ver3.3 

BT-Adp（IC-705 接続用 Bluetooth ユニット）に合わせて 

ユーザーコマンドにおける待機時間の設定を［１～９］を 

［１～２０］に変更（Bluetooth 初期通信時の遅延に対応） 

 

2024.02.06 Ver3.30a 

  説明書を更新 

  ＴＣ－ＡＨ４、ＴＣ－ＦＣ４に関してはＳＷＲ監視機能付きの 

「UserCmdtester for TC-AH4.exe」に移行 

 

2024.05.24 Ver3.40b 

  収録無線機に FT-710 を追加 

 

 


